
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京京京葉葉葉臨臨臨海海海コココンンンビビビナナナーーートトト人人人材材材育育育成成成講講講座座座   

産産産学学学連連連携携携製製製造造造中中中核核核人人人材材材育育育成成成事事事業業業   

後後後援援援：：：千千千葉葉葉県県県・・・市市市原原原市市市   

石石油油精精製製・・石石油油化化学学をを中中心心ととししたた  

製製造造業業ププラランントト運運転転オオペペレレーータターー層層向向けけのの特特別別講講座座  

公公公益益益財財財団団団法法法人人人   千千千葉葉葉県県県産産産業業業振振振興興興セセセンンンタタターーー   

公公益益財財団団法法人人  千千葉葉県県産産業業振振興興セセンンタターー  

〒〒226611－－77112233  千千葉葉市市美美浜浜区区中中瀬瀬 22‐‐66‐‐11  WWBBGG ママリリブブイイーースストト 2233 階階    

TTEELL：：004433--229999--11007788    FFAAXX：：004433--229999--33441111  

EE--mmaaiill：：ccccjjii--ppjj@@ccccjjcc--nneett..oorr..jjpp  

ホホーームムペペーージジ：：hhttttpp::////wwwwww..ccccjjcc--nneett..oorr..jjpp//~~ccccjjii--ppjj//  

～～～平平平成成成２２２４４４年年年度度度～～～   

   ＡＡＡコココーーースススのののみみみののの開開開講講講とととなななりりりままますすす。。。   

   事事事前前前希希希望望望調調調査査査ののの結結結果果果ににに基基基づづづいいいててて、、、ＡＡＡ１１１ははは、、、入入入門門門コココーーーススス(((３３３回回回)))・・・一一一般般般コココ

ーーーススス（（（１１１回回回）））ののの４４４回回回開開開催催催、、、ＡＡＡ２２２・・・ＡＡＡ３３３・・・ＡＡＡ５５５講講講座座座ははは各各各２２２回回回開開開催催催、、、ＡＡＡ４４４

講講講座座座ははは４４４回回回開開開催催催ととといいいたたたしししままますすす。。。   

   ＢＢＢコココーーーススス(((ミミミドドドルルルマママネネネジジジメメメンンントトト対対対象象象)))ははは開開開講講講しししままませせせんんん。。。   

ここのの講講座座のの  

詳詳ししいいカカリリキキュュララムムやや  

実実際際のの講講座座風風景景  

受受講講生生のの感感想想等等はは  

ホホーームムペペーージジをを  

ごご覧覧下下ささいい！！！！  

平平成成２２44 年年４４月月２２日日よよりり  

下下記記にに移移転転いいたたししままししたた！！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上図の製造部門等のミドルマネジメント層とオペレーター層を製造中核人材

と位置づけ、この二層の人材の早期育成・能力強化のための講座です。 

 プラント運転に携わるシフトクルー、それを支える製造スタッフ、そして両

者を束ねるミドルマネジメントの人々が心得ておかなければならないエッセ

ンスを身につけていただくための講座です。 

 Ａコースのみの開講となります。Ｂコースは、開講いたしません。 

 Ａコースは、製造部門のオペレーター層が受講者の中心ですが、設備管理部

門や生産技術部門の皆さんの受講も歓迎します。 

 なぜそうなるのか？という疑問から出発する講義『know why の追究』 

 受講生と講師、受講生同士のコミュニケーションを多くして『気づかせ』

教育を実践 

 ベテランの大学教授や実務経験豊かな企業ＯＢ等の講師陣 

 大学と企業の連携により練り上げた教材 

 大学教授が、この講義のために、磨き上げた斬新な理論をもって登場！！ 

 同じコンビナート企業の方々に情報交換・交流の場を提供 

誰のための講座か 

講座の特色は 

トップトップ
マネジメントマネジメント 製造部門製造部門

生産技術部門生産技術部門

管理部門管理部門

研究開発部門

営業部門

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

製造スタッフ製造スタッフ

シフトリーダー・メンバーシフトリーダー・メンバー

製造中核人材製造中核人材

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層 オペレーター層オペレーター層

ＢコースＢコース ＡコースＡコース

トップトップ
マネジメントマネジメント 製造部門製造部門

生産技術部門生産技術部門

管理部門管理部門

研究開発部門

営業部門

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

製造スタッフ製造スタッフ

シフトリーダー・メンバーシフトリーダー・メンバー

製造中核人材製造中核人材

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層

ミドルマネジメント層ミドルマネジメント層 オペレーター層オペレーター層

ＢコースＢコース ＡコースＡコース



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１．講 座 科 目・・Ａコース：５科目 

２．講 師・・大学教授、企業ＯＢ、現役技術者等の精鋭講師 

３．期 間・・平成２４年７月から平成２５年２月の間 

４．受 講 料・・上記の表をご参照ください。 

５．申 込 受 付・・平成２４年 4 月１６日（月）より開始致します。〔先着順〕 

６．申 込 方 法・・①ＦＡＸ〔別紙申込書〕②ホームページ 

７．申込締切日・・各科目開講日２ヶ月前〔定員になり次第締切〕 

８．受講者が少数の科目は、開催を中止することがあります。 

受講生募集要項〔平成２４年度〕  

Ａコース：製造現場の中核オペレーター早期育成コース 

Ｂコース：製造現場のミドルマネジメント能力強化コース 
★★  残残念念ななががらら、、今今年年度度もも開開講講いいたたししまませせんん。。  

★★  ＢＢココーーススのの科科目目・・概概要要等等ををおお知知りりににななりりたたいい方方はは、、ホホーームムペペーージジををごご覧覧下下ささいい。。  

Ｎｏ タイトル 場所 定員 受講料

千葉県立
市原高等技術専門校

20名
全8コマ
48,000円

千葉県立
市原高等技術専門校

20名
全8コマ
48,000円

千葉工業大学 20名
全8コマ

44,000円

市原市五井会館
〔予定〕

20名
全12コマ
66,000円

千葉大学 20名
全12コマ
66,000円

市原市五井会館
〔予定〕

20名
全12コマ
66,000円

②一般コース
・安全体験未経験者
・過去に当安全体験講座
　の受講経験のない方
〔※現在、オペレーターではない、

　スタッフの方も受講可能です。〕

　　①平成24年8月30日(木)～31日(金)
　　②平成25年2月28日(木)～3月1日(金)

科目名
概要 対象者

講座日程

Ａ
１

安全体験
学習

｢プラントにおける危険｣の疑似体験、目
視体験により、危険予知能力や危険に
対する感受性を高める。

①入門コース
・入社３年までの
　若手オペレーター

　　①平成24年7月10日(火)・11日(水)
　　②平成24年11月13日(火)・14日(水)
　　③平成25年1月16日(水)・17日(木)

Ａ
４

チーム
リーダーの

育成

チームで課題発掘、解決することにより、
能動的自己学習、応用力、創造性等を
培うための能力を身につける。

・入社１１年以上の
　上級オペレーター
・シフトリーダークラス

　　①平成24年9月4日(火)～6日(木)
　　②平成24年9月25日(火)～27日(木)
　　③平成25年2月5日(火)～7日(木)
　　④平成25年2月19日(火)～21日(木)

平成24年11月1日(木)・2日(金)

Ａ
２

製造現場
トレーナー
の育成

自律的な思考・行動能力を育成するた
め、ゲーミングシミュレーションによる実
習も取り入れた、画期的な現場教育理
論を体得する。

・入社４年以上の
　中級オペレーター
・製造現場のトレーナー

Ａ
５

製造現場の
安全と責任

企業の社会的責任の認識を深め、非常
時や大規模災害時に適切な行動がとれ
る様な知識の習得をし、討論を交えて、
高度な安全体制を築くことが出来るリー
ダーを養成する。

・シフトリーダークラス
・職場の安全担当

　　①平成24年7月24日(火)～26日(木)
　　②平成24年12月11日(火)～13日(木)

Ａ
３

プラントの
保安と故障
の早期発見

プラントの故障、劣化の要因について講
義、及び、受講生同士の討論を通じて学
び、異常の早期発見が出来る設備に強
いオペレーターを育成する。

・入社４年以上の
　中級オペレーター
・設備部門の
　初級～中級担当者

　　①平成24年8月22日(水)～24日(金)
　　②平成24年11月27日(火)～11月29日(木)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座受講生の声と 
企業教育担当者のコメント〔平成２３年度アンケートより〕 

★ 企業教育担当者のコメント 

 「安全体験学習」は、新人の MUST 教育と考えている。【Ａ１】 

 今年度の受講者より、教育ノウハウ的な研修成果が認められている

ので、次年度も新人ＯＪＴリーダーを対象に派遣を予定。【Ａ２】 

 プラント計装設備の安全設計について、受講者が運転員である事も

あり、知見が得られたと好評であった。【Ａ３】 

 研修会初日の懇親会や討議の中で、他社の良い所や事情を知る事が

出来、見聞と視野を広げる意味で効果的だった。今後は 30 歳前後

を対象として受講させたいと思っている。【Ａ４】 

 社外の方々との意見交換により見聞が広がり安全について再認識出

来た事は、大きな収穫であった。継続をお願いします。【Ａ５】 

 社員育成のための教育の一環として、教育計画に織り込ませていた

だいております。 

 受講者が、社内研修では得られない満足感を痛感しており、個々の

資質向上につながったと思っています。教育予算の削減等ない限り

来年度も継続して行きたいと考えています。 

 今後も有意義な講座として、Ａ１～Ａ５への派遣を計画したい。 

ｅｔｃ…… 

ＡＡ１１：：安安全全体体験験学学習習  

  ““水水蒸蒸気気爆爆発発っってて恐恐ろろししいいでですすねね・・・・・・  

実実際際にに体体感感ししててみみままししょょうう！！！！″″  

実実際際にに自自分分がが予予想想ししてていいたた

事事、、イイメメーージジししてていいたた事事とと違違

うう事事ももあありり、、現現場場作作業業のの参参考考

ににななっったた。。予予想想ししてていいたたよよりり

体体験験がが多多かかっったたののでで期期待待以以

上上のの講講座座ででししたた。。  

宇宇部部興興産産㈱㈱  糸糸川川  行行ささんん 

安安全全なな作作業業自自体体ははわわかかっっ

てていいたたつつももりりででもも細細かかなな

部部分分ががででききてていいななかかっったた

ののでで見見直直すす事事ががででききたた。。  

丸丸善善石石油油化化学学㈱㈱  

進進藤藤凌凌平平ささんん 

他他社社のの人人たたちちもも同同じじよようう

なな悩悩みみをを持持っってていいるるとと分分

かかっったた。。自自装装置置ににはは無無いい

保保安安設設備備等等のの話話もも聞聞けけてて

よよかかっったた。。  

出出光光興興産産㈱㈱  

上上山山裕裕喜喜ささんん 

講講義義内内容容はは充充実実ししてておおりり、、目目

的的はは達達成成ででききたた。。他他社社のの参参加加

者者のの考考ええやや講講師師のの方方のの経経験験

談談をを伺伺ううここととももでできき、、大大変変貴貴

重重なな経経験験ににななっったた。。  

㈱㈱千千葉葉ササンンソソセセンンタターー五五井井  

瀬瀬川川  智智ささんん 

ＡＡ３３：：ププラランントトのの保保安安とと故故障障のの早早期期発発見見  

  ““他他社社のの人人達達ととののググルルーーププ討討議議のの中中でで、、  

        いいろろいいろろなな意意見見やや情情報報をを出出しし合合っってて  

    トトララブブルル防防止止やや故故障障のの早早期期発発見見のの  

ヒヒンントトをを見見つつけけよようう！！″″  

他他社社のの方方々々ととかかななりり意意見見交交換換

ががでできき、、社社内内ででもも話話ししををししたた

いいとと思思っったた。。色色々々なな手手法法ななどど

理理解解ででききたたののでで、、若若手手やや新新人人

ににもも伝伝授授ししたたいいとと思思っったた。。  

ラライイオオンン㈱㈱  

西西井井  実実ささんん 

スストトレレススにに対対すするる考考ええ方方、、

知知識識のの向向上上がが出出来来たた。。まま

たた、、自自分分ののググルルーーププででのの内内

容容やや他他ののググルルーーププのの発発表表

をを聞聞いいてて、、今今後後のの会会社社生生活活

にに活活かかししてていいききたたいいでですす。。  

東東京京酸酸素素窒窒素素㈱㈱  

山山田田智智史史ささんん 

ＡＡ４４：：チチーームムリリーーダダーーのの育育成成  

  ““ＰＰＢＢＬＬ((ププロロジジェェククトト・・ベベーースス学学習習))をを体体験験しし  

チチーームム力力ををよよりり高高めめるるここととののででききるる  

チチーームムリリーーダダーーをを目目指指そそうう！！″″  

会会社社員員及及びび責責任任者者ととししててのの役役割割

をを再再認認識識すするる事事ががででききたた。。又又ググ

ルルーーププ討討議議ににおおいいてて活活発発なな意意見見

交交換換がが出出来来、、各各社社もも同同じじよよううなな

問問題題をを抱抱ええてていいるる事事とと色色々々なな考考

ええ方方をを学学ぶぶ事事がが出出来来たた。。  

新新日日本本製製鐵鐵㈱㈱  

影影山山真真也也ささんん 

安安全全・・危危機機にに対対ししててのの

リリーーダダーーととししててのの心心構構

ええ、、指指示示のの出出しし方方、、行行

動動ををどどううすすれればば良良いい

かか、、色色々々のの人人のの意意見見、、

体体験験等等をを見見聞聞ききでできき、、

引引出出力力がが多多くく増増ええたたとと

感感じじたた。。  

電電気気化化学学工工業業㈱㈱  

新新地地哲哲男男ささんん 

ＡＡ５５：：製製造造現現場場のの安安全全とと責責任任  

““職職場場のの安安全全とと企企業業のの社社会会的的責責任任ににつついいてて、、  

  講講義義ややググルルーーププ討討議議・・発発表表をを通通ししてて学学びび  

よよりり高高度度なな安安全全体体制制のの築築きき方方をを  

身身ににつつけけままししょょうう！！″″  

新新人人ににううままくく教教ええるるににはは、、目目

的的とと過過程程をを丁丁寧寧にに説説明明ししてて

時時間間をを掛掛けけてて教教ええるる事事がが必必

要要だだとと思思っったた。。又又、、自自分分のの成成

長長もも必必要要とと思思っったた。。  

富富士士石石油油㈱㈱  

息息才才慎慎平平ささんん 

トトレレーーナナーーととししててのの意意識識、、考考

ええをを改改めめるる良良いい機機会会ととななりり

ままししたた。。他他ののメメンンババーーににもも来来

年年以以降降参参加加すするる様様勧勧めめたたいい。。  

㈱㈱カカネネカカ鹿鹿島島  

石石毛毛琢琢磨磨ささんん 

ＡＡ２２：：製製造造現現場場トトレレーーナナーーのの育育成成  

  ““ゲゲーームムをを通通ししてて、、  

ココミミュュニニケケーーシショョンンのの大大切切ささをを学学びび  

        現現場場教教育育にに活活かかせせるる何何かかをを  

つつかかみみ取取ろろうう！！″″  



(公財)千葉県産業振興センター 経営支援部 活性化支援室　

京葉臨海コンビナート人材育成講座事務局　宛て

FAX：０４３－２９９－３４１１

申込日 ： 平成　　　年　　　月　　　日

◎受講項目に１つだけチェックをつけて下さい。

□ A-１入門第１回 □ A-２第１回 □ A-３第１回 □ A-４第１回 □ A-５第１回

□ A-１入門第２回 □ A-２第２回 □ A-３第２回 □ A-４第２回 □ A-５第２回

□ A-１入門第３回 □ A-４第３回

□ A-１一般 □ A-４第４回

※複数回開催講座を２名以上受講希望の場合は、なるべく各回に振分けてのお申込みをお願い申し上げます。

※Bコース〔ミドルマンジメント対象〕は開講いたしません。

企
業
名

業
種

〒

年 ヶ月

年 ヶ月

年 ヶ月

申込期限：各科目開講２ヶ月前
（受付は先着順です。尚、各科目定員になり次第締め切らせていただきます。）

申
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科
目
名

受
講
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目

受
講
科
目

所
在
地

所
属

E-mail

TEL

受
講
者
①

受
講
者
③

その他
連絡事項

受
講
者
②

氏
名

FAX

平成24年度京葉臨海コンビナート人材育成講座受講申込書

職種・経験年数所属・役職氏名
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